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建屋周辺の地下水位、汚染水発生の状況
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1-1.建屋周辺の地下水位の状況

内外水位差
（黒とピンク）

データ；～2022/11/13

陸側遮水壁内側エリアの地下水位は山側では降雨による変動があるものの、内外水位差は確保した状態が維持されている。

地下水ドレン観測井水位は約T.P.+1.4mであり、地表面から十分に下回っている（地表面高さ T.P.+2.5m）。

LCOに伴う稼働停止
による水位上昇

データ；～11/13

陸側遮水壁外側：山側水位

陸側遮水壁内側：山側水位

地下水ドレン
観測孔水位
SD（山側）

SD（海側）
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陸側遮水壁 内外の各平均水位の推移

1F降雨 地下水ドレン観測井水位 陸側遮水壁（山側）山側水位

注水井・観測井（山側） サブドレン（山側） 注水井・観測井（海側）

サブドレン（海側） 陸側遮水壁（海側）海側水位 建屋水位（制御用水位計全平均）
サブドレン設定水位（ポンプ稼働下限値）

（床面露出した建屋を除く）
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1-4号SDくみ上げ量 稼働サブドレンピット数

サブドレン基数

全サブドレンピット数：42基（~2018.12.25),45基（2018.12.26～2020.10.8）,46基（2020.10.9～）
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T.P.＋2.5m盤くみ上げ量（ウェルポイント・地下水ドレン・くみ上げ車両）

地下水ドレン ウェルポイント くみ上げ車両によるくみ上げ・移送

70 117 128 131 128 142 416 13 18 40 0 174 72 131 129 104 171 178 64 29 16 5 9 93 65 116 198 224 64 138 563 50 16 108 29 94 178 134 80 338 49 191 124 8 9 5 71 165 136 97 78 264 263 160 224 77 159 14 29 73 117 132 213 139 104 139 137 0

528 482 522 497 600 513 567 520 388 326 320 441 315 399 490 402 478 482 447 287 253 193 208 289 281 372 498 695 488 503 758 695 442 298 441 358 496 436 436 708 443 661 658 379 263 214 271 405 395 413 377 487 801 740 616 519 517 285 272 299 341 357 567 503 401 437 547 366

138 146 174 162 192 168 363 233 81 55 30 103 65 95 124 122 136 108 108 74 45 22 22 41 39 53 95 164 89 97 245 191 74 49 77 81 119 102 85 151 105 102 111 74 50 28 17 60 60 61 65 88 157 131 109 73 103 62 72 87 103 109 189 138 101 93 161 71

1－4号機サブドレンは、降水量に応じて、くみ上げ量が変動している状況である。

T.P.+2.5m盤くみ上げ量は、T.P.+2.5m盤エリアのフェーシングが完了しており、安定的なくみ上げ量で推移している状況
である。

データ；2022/11/13

1-2.サブドレン・護岸エリアのくみ上げ量の推移
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平均：

合計

平均：

年度平均：3.8mm 年度平均：2.7mm

年度平均：150 年度平均：80 年度平均：100

年度平均：4.5mm

年度平均：480 年度平均：350 年度平均：490

1,072

610

年度平均：80

年度平均：3.7mm

年度平均：450

年度平均：90

年度平均：4.3mm

年度平均：480
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注）2017.１までの汚染水発生量（貯蔵量増加量）は、建屋滞留水増減量（集中ラド含む）と各タンク貯蔵増減量より算出しており、気温変動の影響が大きいため、
2017.2以降は上表の凡例に示す発生量の内訳を積み上げて算出する方法に見直している。よって、2017.1までの発生量の内訳は参考値である。

2-1.汚染水発生量の推移

150m3/日

サブドレン稼働
（2015.9末）

4

2021年度は、降水量が1,572mm（2020年度:1,349mm）であり、平年降水量（1,473mm）よりも多い状況では
あるが、汚染水発生量は約130m3/日であった。

2022年度の汚染水発生量は、降雨が比較的多かった6月と10月を除いて100m3/日を下回っている。100㎜/日以上
の集中豪雨がなかった事もあるが、フェーシング等の対策の効果により、建屋流入量が2021年度と比較して抑制さ
れていると評価している。

データ；～2022/10/31

170 [100] 

1,429 1,337 1,375

490 [270] 400 [200] 220 [140]

999

海側遮水壁の閉合後、
地下水ドレン稼働
（2015.11）

陸側遮水壁第一段階
フェーズ１（2016.3末）

陸側遮水壁第一段階
フェーズ2（2016.6上）

汚染水発生量［建屋流入量］ m3/日

180 [120]

1,663

440

140 [90] 

1,349

130 [100] 

1,572

100m3/日

（mm/年度）
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3号T/B北東部海側状況

3号機への流入量が約40m3/日（2022年度4月～10月：2021年度は約60m3/日）と最も多いため、3号
機の深部（T.P.+2m以深）における建屋外壁貫通部を対象に以下の調査を実施中。

①3号T/B北東部（D/G室建屋外壁貫通部）

・地上に張り出した地下階に対して、カメラ調査により建屋内部の配管等の建屋外壁貫通部近傍について、

水押し時においても建屋内部で湧水、にじみ等の大きな変化がないことを確認した。

・大きな流入は確認されなかったものの、今後止水を実施しておく。

②3号取水電源ケーブルダクト

・カメラ調査により内部にたまり水を確認。2022年度中を目標に、空隙をモルタル等で充填を実施する。

③3号T/B西側：今後建屋内の調査を検討し、2023年度以降実施予定。

拡大

地中の
建屋貫通部

建屋貫通部

炉注設備(ダクト内）

SD、リチャージ配管

カメラ
投入箇所

断面図

①

②

③

3号機周辺平面図（再掲） T/B : タービン建屋

３－１．３号機の建屋外壁貫通部止水について

薬液注入孔

地中の
建屋貫通部

建屋貫通部
にじみあり

水押し
及び

薬液注入
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３－２．３号機の建屋外壁貫通部の状況について

①3号T/B北東部海側状況（D/G室建屋外壁貫通部）水押し前後の比較

東側の外壁貫通部外側から注入孔を用いて、水押し試験を実施した結果、水押し前後で大きな変化は確認
されなかった。

東側 T.P.+７m～T.P.+５m付近

大きな
変化なし

水押し試験前（2022/9/12） 水押し試験後（2022/10/21）
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４－１．建屋間ギャップ部端部止水について

建屋間ギャップとは？
原子炉建屋周辺の建屋同士を隣接して建設する際に生じる外壁間の50～100㎜のスキマの事
である。建屋間ギャップ内には、先行建屋外壁に発泡ポリエチレンが設置されており、地下水が
地盤側から建屋間ギャップ部に浸入すると配管等貫通部から建屋内に地下水が流入する
可能性が考えられる。

発泡ポリエチレン

各建屋との建屋間には50～100㎜のギャップ（隙間）が存在し、発泡ポリエチレンが設置されている。
建屋間ギャップ部には、多数の貫通配管が存在しているため、外壁部から地下水が浸入している可能性
が考えられることから、端部に止水部を設置する。

建屋間ギャップは、概ね底部に止水板が設置されており、外壁端部の範囲をボーリングで削孔し、削孔
箇所にモルタル等で止水部を構築する工法を検討を進めている。

建屋間断面図

建屋壁
建屋内 建屋内

ラバーブーツ

配管

流入経路

発泡ポリエチレン

配管スリーブ

止水板

建屋壁

R/B

T/B

地上階もしくは
屋根からのボーリング施工を検討

約10m程度

止水部
（建屋間ギャップ部端部）

建屋間ギャップ部
貫通配管等

建屋間ギャップ部
（50㎜～100㎜）

建屋間ギャップ部端部止水イメージ

Ｔ／Ｂ
Ｒ／Ｂ

Ｒw／Ｂ

ギャップ部

建屋間ギャップの深部においても
貫通部が多数存在し、サブドレン
水位以下にも多く存在している
（数は精査中）

第25回汚染水処理対策委員会
資料5（2022年10月18日）
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４－２．構外試験結果（材料透水試験，材料打設試験，削孔試験）

①材料透水試験：止水性の確認 ②削孔試験：削孔可否及び孔曲がりの確認

試験により使用する止水材料、止水幅、打設方法、削孔方法を確認した。

今後、総合止水試験により、これらの組合せによる施工を実施し、打設管理手法までの確認が完了している。

写真１ 加圧試験状況

③材料打設試験：各材料の10mの充填性及び施工性を確認

写真３ 打設面（モルタル，電動ポンプ）

止水幅：10cm以上
材料：モルタル

ブタジエン（変形追従）
止水性：１/１００以上

打設手法：電動ポンプで
トレミー打設

５㎝配管でも打設可能

下記削孔精度確認
（削孔長：３．５m）
孔曲がり：１%未満
止水幅：１０cm以上
（コアビット、ノンコアビッ
トの特徴確認：削孔速度、
壁面仕上がりにより、組み合
わせ確認済み）

図１ 削孔試験イメージ図

④総合止水試験：模擬試験体により、打設管理の確認

削 孔：コアビット
（Φ110mm）

止水材：モルタル

削孔・充填

削孔・充填

注水

漏水確認

漏水確認

コンクリート壁

コンクリート壁
発泡ポリエチレン

11/8
止水材の打設面を管
理して打設ができる
ことを確認。

アクリル管へのモルタル打設時の打設面

打設面
打設面
上昇
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４-３．削孔試験の結果

①
コンクリー
ト露出
（10cm以上）

②
アスファ
ルト防水
除去

③
発泡ポリ
エチレン
除去

④
削孔精度
（孔曲が
り）

⑤
切削速度

⑥
ビット交
換頻度

評価

コアビット
Φ110mm

○ ○ ○
○

壁面方向
1/170

○
28分/m

○
7m毎

コア回収、孔曲がりに注
意しながら施工すること
で適用可能である。

2段ビット
Φ53mm

ギャップ
Φ100mm

コンクリー
ト

○ ○ ○
○

壁面方向
1/120

○
27分/m

△
1.5m毎

損耗が速いため、全線へ
の適用は不向き。
構造上建屋側への孔曲が
りの可能性が少ない。
コア回収が不要である。

ワイヤーブ
ラシ
（先行ドリル
削孔）

× △ △
○

壁面方向
1/120

○
36分/m

△
2.0m毎

ワイヤーブラシのみでの
適用は困難だが、削孔完
了後のカメラ確認におい
て、表面清掃が必要な場
合ブラシの素材を見直し
て適用可能。

発泡ポリエチレン

壁部コンクリート
壁面方向

評価項目①～⑥により、総合的に判断し、コアビット（Φ110）で施工可能である。

２段ビットは、壁面方向へのずれがなく、コア回収が不要であるがビット交換頻度が多いため、コアビット
との組み合わせで適用して削孔を行う。

削孔精度基準
壁面方向：1/１００以下

（孔口と貫通部の離れ及び深度から算定）
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４－４．原位置試験施工（5号機，6号機におけるギャップ端部止水試験）と今後の予定

5号機T/B,6号機T/B間ギャップにおいて、実規模レベルの試験施工として、15m以上の削孔及び止水材打設
を実施し、孔曲がり測定による削孔精度、孔内カメラによる壁面観察及び発砲ポリエチレンと建屋の隙間の
有無、止水材打設時の建屋内への漏洩の有無等を確認する。

合わせて止水工事により約30m3/日の建屋流入量がどの程度抑制できたかを確認する。

それらを踏まえて、2025年度までに3号機に展開し、それ以降3号機以外の止水工事を行っていく。

建屋間ギャップ

試験施工位置

図１ 原位置試験施工位置レイアウト

図２ 5号機T/B,6号機T/B間 試験施工位置

（5号機T/B屋上から6号機T/Bを撮影）

2022年度 2023年度 2024年度 2025年度 2026年度～

構外試験
（材料透水試験，材料打設試験，削孔試験、総合止水試
験）

5号機T/B,6号機T/B間ギャップ端部
試験施工

5号機T/B,5号機R/B間ギャップ端部
試験施工

4号機R/B,FSTR間ギャップ端部止水工事
試験施工

3号機ギャップ端部に展開

3号機以外のギャップ端部

【工程】

#5 T/B

N

#6 T/B

#6 R/B #5 R/B

1-2

1-1

2-22-1

削孔長15m以上

削孔長15m以上

削孔長33m

建屋流入量
5号T/B:30m3/day

建屋流入量
5号R/B:5m3/day

サブドレン（ポンプ設置）

6号機T/B

5号機T/B 屋上

6号機R/B 1-11-2

海側⇒

削孔長15m以上削孔長15m以上

サブドレン（ポンプ未設置）

サブドレン（閉塞）

削孔長33m

サブドレン横引き管

湧水

3号TB下屋瓦礫撤去完了



【参考】地中温度分布および
地下水位・水頭の状況について
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【参考】1-1 地中温度分布図（１号機北側）
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【参考】 1-2 地中温度分布図（１・２号機西側）
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【参考】 1-3 地中温度分布図（３・４号機西側）
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【参考】 1-4 地中温度分布図（４号機南側）
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【参考】 1-5 地中温度分布図（３・４号機東側）
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【参考】 1-6 地中温度分布図（１・２号機東側）
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18

【参考】1-7 測温管150-7Ｓの温度状況

地中温度が0℃以上まで上昇が確認された表層部T.P.+8.5m～T.P.＋4.5mについては、

地中温度が-5℃以下まで低下している。



【参考】1-8 維持管理運転の状況（11/15時点）

19

維持管理運転対象全49ヘッダー管（北回り１系統25ヘッダー、南回り２系統24ヘッダー）
のうち17ヘッダー管（北側4，東側10，南側5，西側1 ）にてブライン停止中。



【参考】 2-1 地下水位・水頭状況（中粒砂岩層 海側）

データ；～2022/11/14

20

※RW31は、2月2日より計器故障

※Co13は、4月25日より計器故障



【参考】 2-2 地下水位・水頭状況（中粒砂岩層 山側①）

21
データ；～2022/11/14



【参考】 2-3 地下水位・水頭状況（中粒砂岩層 山側②）

22
データ；～2022/11/14



【参考】 2-4 地下水位・水頭状況（互層、細粒・粗粒砂岩層水頭 海側）

23
データ；～2022/11/14



【参考】 2-5 地下水位・水頭状況（互層、細粒・粗粒砂岩層水頭 山側）

24
データ；～2022/11/14



#1T/B

#1R/B

#2T/B

#2R/B

#3T/B

#3R/B

#4T/B

#4R/B

18

19

32252627
2

23 24

8

9

20

21

3133

34

40

45

51

5222

1

5553

56

20３ 20４

201

202

205

206

207 208

209
210

211

212
213

5859

214

215

A

B C
D

E

RW31

RW1

RW2

RW3

RW11

RW12 RW13
RW14

RW15

RW16
RW17

RW19

RW20

RW21

RW4 RW5 RW6 RW7 RW8 RW9

RW10

RW18

RW22

RW23

RW25

RW26

RW27

RW28

RW29
RW30

RW24

RW32RW33

ウェルポイントウェルポイント
ウェルポイント

ガラス固化壁
ガラス固化壁

ガラス固化壁

海側遮水壁

陸側遮水壁

観測井E

観測井D
観測井B 観測井C

観測井A

#1海水配管
トレンチ

#2海水配管
トレンチA

#2海水配管
トレンチC

#3海水配管
トレンチA

#3海水配管
トレンチC

#4海水配管
トレンチ

Ci-1

Ci-3

Ci-4

Co-1

Co-5D

Co-7D

Co-9

Co-16

Co-2

Co-3D Co-4D

Co-6D

Co-8

Co-10

Co-11

Co-12
(3T-1)

Co-13
(2T-3)Co-14

Co-15

Ci-2

2-60-1 1-8

Ci-5

Co-17

OP10m-A

3-4

1T-4

Ｎ

● 注水井・観測井（山側）
● 注水井・観測井（海側）
● 陸側遮水壁（海側）海側観測井
● 建屋水位
● 陸側遮水壁（山側）山側水位

サブドレン（山側）
サブドレン（海側）

● 地下水ドレン観測井

【参考】サブドレン・注水井・地下水位観測井位置図

100m

49

37

30 57

25



1-4号機建屋への雨水・地下水流入量を号機毎から更に建屋毎に再分割した結果、2号機R/Bと3号機T/Bが
多いことが確認された。

2号機R/Bと3号機T/Bについて、通年及び少雨期も流入量が多い傾向は変わらず、少雨期に関してはほぼこ
の2箇所の建屋への流入が支配的である。

1号機は、ほぼ雨水の流入であり、カバー工事により抑制可能と考えている。

2号機、3号機の降雨時の流入量に関してはフェーシングを進めて行く事で抑制していくと考えている。

1号機、4号機の地下水流入量は殆ど確認されていないため、建屋の底盤からの流入は限定的と思われる。

R/B : 原子炉建屋
T/B : タービン建屋
Rw/B: 廃棄物処理建屋
C/B : コントロール建屋

（1-4号機建屋流入量）

建屋流入量（m3/日）

■R/B
■T/B
■Rw/B

1号機

約10m3/日

2号機

約35m3/日

3号機

約60m3/日

4号機

4m3/日

１号機北西部
敷鉄板への目地等
仮フェーシング実施予定

0m3/日 約20m3/日 約35m3/日 2m3/日

通年（2021.4-2022.3）の建屋流入量

1号機 2号機 3号機 4号機

少雨期（2022.2）の建屋流入量

・2022.1は、サブドレン移設工事に伴うサブドレン
停止のため評価期間から除く

建屋屋根
雨水対策実施予定

変圧器撤去
準備中

【参考】2021年度時点での建屋への雨水・地下水流入量について 第24回汚染水処理対策委員会
資料１（2022年6月15日）
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【参考】３号機の建屋外壁貫通部の止水について

②３号取水電源ケーブルダクト

①
②

③

a

a

３号取水電源ケーブルダクトの建屋接続部ピット部を地上より削孔し内部を確認。

建屋外壁貫通部のケーブルより深部に若干のたまり水が確認されたため、抜き取り後、雨水・地下水の
流入が生じているか確認のうえ、内部の充填を検討・実施する予定。

a-a 取水電源ケーブルトレンチ建屋接続部ピット断面図

写真範囲

建屋側

断面図に変更

水位
T.P.2.05
4

ボーリング（ケーシン
グφ86）

残水（約4m3）

b

b
b-b断面

2022年度 2023年度

3Q 4Q 1Q 2Q

滞留水移送

充填

＊2022年11月15日～ 滞留水移送

Cs－134 ：3.1E+03 Bq/L 全β ：1.2E+05 Bq/L

Cs－137 ：1.1E+05 Bq/L H-3 ：2.0E+02 Bq/L
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【参考】②削孔試験の実施状況について

写真１．試験体構築完了

①底盤コンクリート

③壁部コンクリート
（アスファルト防水塗布）

④

⑤

⑥

⑤発泡ポリエチレン

②底盤止水板

⑥壁部コンクリート

④底盤コンクリート

4000

4000

4000

削孔試験は、約4m程度の高さから、50㎜の発泡ポリエチレンに止水部を構築する、削孔方法を複数種類で確
認する予定
削孔試験に関しては、建屋壁（コンクリート：硬質）と発泡ポリエチレン（軟質）が混在した箇所を鉛直方向に精度よ
く施工可能かどうか、構外にて施工試験を行う。

特に、材料透水試験で確認されたように、界面境界が弱部になる可能性があるため、アスファルト防水の撤去が可能か
どうかに関しても確認していく予定

第25回汚染水処理対策委員会
資料5（2022年10月18日）
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２段ビット（φ53mm＋Φ100mm）

削孔開始から0.5m付近

コアビット（φ110mm）

削孔開始から0.5m付近

【参考】②削孔試験の結果（削孔面の観察）

0 105
(cm)

0 105
(cm)
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【参考】③材料打設試験の実施状況について

．足場設置状況
（足場背面側にアクリルパイプを設置）

試験（全景）
試験状況（下端部）

：ポリブタジエン モルタル ポリブタジエン
自由落下 電動ポンプ 電動ポンプ

材料打設試験は、構外ヤードでφ50㎜のパイプを用いて、約10m以上の上部から止水材の打設を行った。

材料に関しては3種類、打設手法について3種類について、打設時に底部2mに水がある状態で行った。

手押しポンプ打設はホース先端が液面下部1ｍ程度になるように、自由落下打設は10m程度上部から、電動ポ
ンプは配管底部にホース先端を固定してそれぞれ打設した。

自由落下打設では一部の材料で材料分離などを生じる結果が確認された。

第25回汚染水処理対策委員会
資料5（2022年10月18日）


